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阿蘇の火口

r白煙をあげる火口｣というのは日本語としてはごく普通の表現である

カミこの場合の煙の内容は水蒸気が凝結した水滴である｡英語の

､加｡k､は同様の意味に使われることも狂いわけではないらしいカミ固体

粒子を含む“本来"の煙の意味が強く固体粒子が柾ければsteamで

ある(実際は凝結して水滴とたってはじめて“白煙"と怒るので当然の

ことながら水蒸気だけではみえない)･静穏時の白煙でなく黒煙や灰

色の煙となったときは固体粒子一火山灰一を含んだ狭義の煙(smoke)

である.阿無地方ではこの灰をヨナというカミ近頃はヨナの降ること

もめったにないようである.写真は東側(ロｰプウエｰ火口東駅の南

方)から見下した中岳活動火口.
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